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「
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
八
月
二
日
付
の
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
中
山
義
活
氏
か
ら
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
の
理
事
懇
談
会
に
示
さ

れ
た
報
告
で
あ
る
「
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。

一

当
該
文
書
に
お
い
て
は
、
「
八
月
一
日
の
参
・
復
興
特
別
委
員
会
に
お
い
て
み
ん
な
の
党
松
田
議
員
が
配
布
し
た
文
書

は
、
本
年
�
月
下
旬
の
衆
・
復
興
特
別
委
員
会
で
の
「
賠
償
機
構
法
案
」
に
関
す
る
与
野
党
修
正
協
議
が
本
格
化
す
る
前
、

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
与
党
の
求
め
に
応
じ
て
、
政
府
の
考
え
を
説
明
す
る
た
め
に
、
内
閣
官
房
の
担
当
室
に
お
い
て
作
成
し

た
文
書
と
承
知
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

（
一
）

内
閣
官
房
で
作
成
し
た
文
書
の
位
置
づ
け
、
扱
い
、
使
い
方
等
に
つ
い
て
、
何
故
、
経
済
産
業
省
の
政
務
官
が
回

答
す
る
の
か
。

当
該
内
閣
官
房
の
担
当
室
等
の
政
府
の
職
員
か
ら
、

（
二
）

与
党
の
求
め
に
応
じ
て
当
該
文
書
を
与
党
の
国
会
議
員
に
渡
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

（
三
）

当
該
文
書
を
野
党
の
国
会
議
員
に
渡
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

（
四
）

当
該
文
書
を
作
成
の
過
程
、
作
成
後
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
経
済
産
業
省
に
渡
し
た
又
は
そ
の
文
書
の
内
容
に
つ

一



い
て
少
し
で
も
知
ら
せ
た
事
実
は
あ
る
か
。

二

閣
議
決
定
さ
れ
た
法
案
に
対
し
、
法
案
修
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
た
文
書
を
作
成
し
て
国
会
議
員
に
渡
す
こ
と
を
菅
内
閣

に
お
い
て
は
認
め
て
い
る
の
か
。

三

「
与
党
の
求
め
に
応
じ
て
、
政
府
の
考
え
方
を
説
明
す
る
た
め
に
内
閣
官
房
の
担
当
室
に
お
い
て
作
成
し
た
文
書
」
と
の

こ
と
だ
が
、
与
党
議
員
か
ら
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
依
頼
を
受
け
た
の
か
、
詳
細
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

四

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
は
、
当
該
与
党
の
依
頼
、
当
該
与
党
の
求
め
を
踏
ま
え
て
作
成
し

た
当
該
文
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
了
解
し
て
い
た
の
か
。

五

職
員
が
、
政
府
の
閣
議
決
定
し
た
法
案
に
つ
い
て
、
修
正
を
与
党
議
員
に
提
案
す
る
こ
と
は
、
職
務
に
あ
た
る
の
か
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
ら
が
知
っ
て
い
た
場
合
、
知
ら
な
か
っ
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

六

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
案
に
関
し
て
、
経
産
省
の
職
員
ま
た
は
内
閣
官
房
の
担
当
室
の
室
員
が
自
民
党
の
議
員
と

本
年
六
月
下
旬
以
降
話
を
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
誰
が
誰
と
い
つ
ど
こ
で
会
っ
た
の
か
に
つ
い
て
答
弁
し
、
及
び
そ
の
や

り
と
り
の
詳
細
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二



七

政
府
の
考
え
を
説
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
当
該
文
書
に
お
い
て
、

（
一
）

「
東
京
電
力
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
勘
定
区
分
を
設
け
る
場
合
、
会
計
上
、
東
京
電
力
へ
の
支
援
と
認
め
ら
れ

ず
、
債
務
超
過
と
認
定
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
案
の
枠
組
み

が
な
け
れ
ば
現
時
点
に
お
い
て
東
京
電
力
が
債
務
超
過
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

（
二
）

「
機
構
法
案
で
は
、
・
・
・
会
計
上
、
債
務
超
過
と
な
ら
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
原

子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
案
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
が
債
務
超
過
と
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
と
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

八

当
該
文
書
で
示
さ
れ
た
法
案
の
修
正
ポ
イ
ン
ト
と
同
法
案
の
修
正
点
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
の
一
致
な
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


